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「アクティブ・ラーニング」が， うるさい。国語は，中教審まとめで「•••教材への依存度が高く，主体的

な言語活動が軽視され，依然として講義調の伝達型授業に偏っている傾向があり，授業改善に取り組む

必要がある」などと叱られたためか，指導要領の改訂を迎え取ろうする「改善」の動きもあるらしい。

困ったものである。私たちが「軽視」してきた「主体的な言語活動」とは， どのようなものをいうので

あろうか。また，「主体的な言語活動」によって， どのような成果が得られるのであろうか。

1 . 授業の概要

本稿は， 2015年度 4年生（高校 1年生）を対象にして

おこなった授業の記録である。 2学期後半 11月中旬か

ら学年末まで約 20時間かけて『徒然草』を読み，学習

のまとめとしてレポート「現代徒然草を書く」を課した。

(1) 『徒然草』を読解する

教材構成は以下の通り。 1講を導入に 4講までの構成

として，各講では①②…のまとまり毎にプリントを作成

し，各章段を関連づけながら読んでいった。授業で多く

の章段を扱うのは，生徒の『徒然草』理解をより具体的

にし，幅を持たせるためである。全てを読解形式で扱っ

たわけではなく，他の章段との関連を意識しながら音読

（斉読）に止めたものも多い。(「・」印は，問題演習形式で

与えたもの。）学習の便宜のために， 口語訳は全て与え

ている。

各段冒頭文言後の（数字）は， レポート「現代徒然草を

書く」において生徒が言及し取りあげた回数である。

1講，中学校の復習から

52段：仁和寺にある法師(2)

53段：これも仁和寺の法師

54段：御室にいみじき児のありけるを(!)

236段：丹波に出雲といふ所あり (I)

92段：ある人弓射ることを習ふに (18)

109段：高名の木登りといひし男 (II)

2講，達人・専門家について

① 51段：亀山殿の御池に大井川の水を (IO)

114段：今出川大臣殿嵯峨へ(I)

② 110段：双六のヒ手と言ひし人に (7)

111段：囲碁双六好みて明かし葬らす人

150段：能をつかむとする人(18)

151段：ある人言はく年五十になるまで (5)

167段：一道に携はる人 (5)

168段：年老いたる人も (4)

193段：くらき人の人をはかりて (3)

・80段：人ごとに我が身に疎きことを

③ 145段：御随身秦重射 (3)

146段：明雲座主相者に会ひ給ひて (2)

185段：城睦奥守泰盛はさうなき馬乗り (2)

186段：吉田と申す馬乗りの (I)

187段：よろづの道の人たとひ不堪なりと (5)

④ 177段：鎌倉中書王にて御鞠ありけるに (4)

231段：園の別当入道はさうなき包［者(2)

3講，兼好の思想

① 59段：大事を思ひ立たむ人(18)

155段：世に従はむ人は (12)

② 137段：花は盛りに月は隈無きをのみ (21)

③ 188段：ある者子を法師になして (3)

④ 217段：ある大幅長者の言はく

⑤ 82段：薄物の表紙はとく損ずるが (4)

83段：竹林院の入道左大臣殿(3)

6段：我が身のやむごとなからむにも

• 142段：心なしと見ゆる者も

⑥ 39段：ある人法然卜]`こ (5)

58段：道心あらば住む所にしもよらじ

157段：筆を取れば物書かれ楽器を取れば(3)

⑦ 10段：家居のつきづきしくあらまほしき (2)

11段：神無月のころ栗栖野といふ所を (2)

41段：五月五日賀茂の競馬見侍りしに (2)

⑧ 91段：赤舌日といふこと陰陽道には (7)

206段：徳大寺の故大臣殿(2)

207段：亀山殿建てられむとて (I)

50段：応長の頃伊勢国より (1)

68段：筑紫に某の押領使など (2)

・73段：世に語り伝ふること (2)

4講，世俗への興味

① 88段：ある者道風が苫ける

89段：奥山に猫またといふものありて (8)

125段：人に後れて四十九日の仏事に (I)
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